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7. 吉野作造 
 

 
 

7.1 生い立ち 
 1878(M11)年 1 月 29 日、宮城県志田郡大柿村(現在の大崎市
古川)で糸綿商「吉野屋」の長男として生まれる。高等小学校一
年生のとき、押川方義から洗礼を受けた「斎藤英和辞典」で有
名な斎藤秀三郎を講師に招いた英語講習会で、キリスト教に関
心をもった。中学進学のため仙台に出る吉野作造等に入学祝と
して町の有志が国語辞書「言海」を贈った。吉野が入学した尋
常中学校の初代校長だった大槻文彦が完成させた辞書である。 
 

父親年蔵から「作蔵」
と名づけられたが小学
校時代から自分を「作
造」と書いている。正
式改名は帝大教授とし
て活躍していた 1917 
(T6)年であった。家業
を継がないことが分か
っていたことが改名し
た理由の一つだった。 

7.2 キリスト教への入信 
 中学校を主席で卒業した後は、文科の哲学科への入学を志し
ていた。しかし偶然に第二高等学校法科に入学した。東北学院
長の押川方義の「修身講話」を聴き、キリスト教に関心を持っ
た。同じ頃、ブゼルのバイブル・クラスに入る。 

田澤晴子『吉野作造  
人世に逆境はない』
P.31-32 
 

 吉野が入会した当時の参加者十四名中、十三名が二高生であ
った。栗原基、土井亀之助、内ヶ崎作三郎、三浦吉兵衛、小山
東助などがいて、このクラスこそ後の大正デモクラシーの担い
手たちとなる二高生たちの交流の場であった。バイブル・クラ
スは 1893(M26)年から 1919(T8)年まで続いた。 
 クリスチャンとしての熱誠溢れる人格と言葉、そして男女共
に時代の要求に応じて働く人物を養成するというブゼルのキリ
スト教主義的教育方針こそ、人生の指針を模索していた吉野に
とって導きの糸となった。1898(M31)年 7 月、3 年生の内ヶ崎、
島地雷夢と一緒に、1年生の吉野が洗礼を受けた。 

今はユダヤ人もギリ

シヤ人もなく、奴隷

も自主もなく、男も

女もなし、汝らは皆

キリスト・イエスに

在りて、一體なり。 
(ガラテヤ人への手紙
3:28 文語訳) 
 

 

ブゼルの聖書講義 
 

 …講義は「信仰的であり福音的のもの」だったという。それはブゼ
ルの人格からあふれ出る言葉を中心とするものであった。 
 …ブゼルは教育について、「単なる物知りであるという男女を養う
のではなくて却って働ける人物即ち自己の生存する時代の要求に応ず
る事の出来る者を養うこと」、両性に共通の「人格を養成する事」が
肝要だと主張していた。 

 

 
 
田澤『前掲書』p.32 
「女子と教育」『河北
新報』1909(M42)年 3
月 3 日 

 

7.3 宗教と科学の衝突 
 復活や奇跡と科学との折り合いの問題は当時の学生にとって
は大問題であり、盛んに論じられた。吉野はこの大問題に悩ま
されながらも、キリスト教への信仰の道を選んだ。 
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 内村鑑三は、宗教と科学の二者択一の立場から科学を全否定
した。吉野は科学的合理性への志向をもっていたので、このよ
うな態度は取れなかった。二高３年のときの「宗教と科学」と
題する講演で「宗教の舞台は根本原理全体にして、科学はその
意志の一部にすぎない。故に科学的の知識をもって宗教を律す
るは誤れり」と主張した。 
 
7.4 経世の志
 吉野は積極的に二高の学内誌『尚志会雑誌』の編集等の活動
をしていたが、「厭世的傾向」を持つ日本の文学を否定し、文
学へ沈溺する仲間たちとは決別を宣言し、経世の志を持つべき
であると主張した。この主張を支えていたのは、人生の指針を
授けられたキリスト教信仰なのである。 

 
田澤『前掲書』p.40 

 
7.5 結婚と東京帝大入学、社会主義者との距離 
 二十歳で高校卒業と同時に、当時職業婦人としては先駆的存
在であった小学校教師阿部たまのと結婚。卒業後東京帝国大学
法科大学に入学。父親は古川町長になった。 
 吉野は、「結婚と恋愛」という文章の中で、恋愛とは、お互
いに「心身の全霊を捧げても悔ゐずとするまでに没頭し得る相
手方を見出」すことであり、「全人格の信認傾倒の関係」であ
る。そしてその到達点が結婚だとした。この宗教的感情を帯び
た恋愛結婚の肯定は、吉野の実体験に基づくものであろう。 

 
 
 
田澤『前掲書』p.42-43
『中央公論 1923(T12)
年 5 月号巻頭言 

 清教徒的キリスト教信仰に燃えていた吉野は、社会主義者た
ちの自堕落な生活に嫌悪感を覚えた。思想内容よりも社会主義
者たちの人間性や生活態度を問題とした。 
 
7.6 福音主義論争 
 洗礼を受けた浸礼教会の説教に不満を持っていた吉野は海老
名弾正の自由主義的神学、「キリスト降世の目的は人類を導い
て神人合一の境涯に至らしめること」という合理主義的なキリ
スト理解に共感し、浸礼教会を脱して組合教会本郷教会に転じ
た。当時、本郷教会は「書生の教会」と呼ばれていた。 

 
海老名弾正 (1856‒
1937) 
 

 
7.7 在外研究 
 1905(M38)年、大学院で研究を続けていた吉野は、袁世凱の
息子の家庭教師を依頼された。天津、瀋陽に三年間滞在後帰国
し、東京帝国大学の助教授を拝命した。 
 1910(M43)年 1 月、政治史および政治学研究のため、満三年
のドイツ、イギリス、アメリカへの留学命令が文部省から出た。
現地では必ず語学教師を雇い、生きた言葉を学んだ。それは異
文化社会とコミュニケーションをもち、社会を内面的に理解す
るためであった。 

 
 
 
 
 
 
田澤『前掲書』p.89-90 

 吉野は、留学を通して、キリスト教における社会活動の重要
性に目覚め、宗教と政治との奥深いつながりを認識した。また
民主政治の根底にキリスト教精神が存在していると確信するこ
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とにより、吉野の政治学には倫理的性格が根づくことになった。 
 吉野は更に民主運動を「解放」という近代政治の一大潮流の
なかに位置付けるようになった。欧米の民衆運動の周到で冷静
なあり方を知り、民衆運動のもつ政治的意義やその役割性を理
解したのである。 

 
同上 p.99-100 

 
7.8 「民本主義」の主張 
 

 
 

 吉野は『中央公論』1916(T5)年 1 月号の巻頭論文「憲政の本
義を説いて其の有終の美を済すの途を論ず」の中で「民本主義」
を主張した。それは「近代の立憲国共通の精神的根底」であり、
国民主権を意味する「民主主義」や「平民主義」とは異なるも
のであった。 

本資料 8.2～8.5、p.40
～41 参照 
 
 

 
 

吉野作造の主張 
 

・デモクラシー：新しい国家生活においては、「人間の能力を自由に
展開さすること」が最も重要な政策となる。この政策を総称して「デ
モクラシー」或いは「民本主義」と表現する。 
 
 

・純政治的要求：国民の政治への参加。普通選挙実施をめざす。 
・社会的要求：精神生活の自由と向上を図る文化政策、貧富の差をな
くし日常生活を安楽にする社会政策。社会主義も組み入れる。 
 
 

 民本主義を、民主主義と切り離したところに吉野の主張があ
り、その後の論争の中でも最も問題にされた点である。 
 

 

 宮躍る£鵡麻寿逆％グ額困り遣蜂ア製竺示拭グ賃つも妥咋びぢォ製竺液踊

浄り萌笥ゃぞォやびほ〜べオる＼寿鹸り徐咋グ爺キぶ＼£寿鹸グ剛踊ふォょぞ

ほみも韻番鵡柔り痢焔江物碧わょべり磯慌ょ春どグ秩にやだゑ寿逆％ゃぞォ〜 

 べオょる入むり畷洋とぞォ〜濯韻ょ£製鹸液踊り漁衿り問填る＃韻番鵡柔
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り逸�＆＼やだゑはや％む�エ斥入る困鵡り痢焔江物グ問填やふォはやゃぞォ〜

濯入ょ£製鹸液踊り什芹り建碇グ韻番鵡柔り磯慌ょ秩に�どはや％ふゆキぽ

賦椿糎協牲塔り寿脹ゃぞォ〜 

 £鵡麻寿逆％グはべ春欲ぼやふォ宮躍り寿脹ょる餐むり磯湊とぞみほ〜 

 韻む問る＼澱講寿鹸やだぢ沢禰麻禎困遣蜂り蕨畷ょてだも�粛糞ょ声琉び

ぢォ製竺萌笥ゃぞォやだぢはやゃぞォ〜÷入む問る£鵡麻寿逆％やだぢ糊慾

ょウエ＼毅乎紙燥寺グ蟹琵びウぢやびほはやゃぞォ〜÷べびも餐む問ょ＼宮

躍る£鵡麻寿逆％り賦圃填聖煮グ免ェでょびほ〜べオる喰択り晴鎧填ゆ紙燥

銚竜り製竺填蒜枯ゃぞォ〜べり銚竜やる＼受寂と饗寂でェり奮煮填脆刃填芥

芳グ問紫ふやだぢ�りゃ＼べり砂程ょる菰須り花馳グ打春ふォやだぢドΗフ

モ業脆刃とぞォや宮躍る降つもだほ〜 

 
田澤『前掲書』 
p.112-113

 吉野作造が思考と行動の基盤としたのは「民衆」の存在であ
った。吉野作造は「民本主義」の普遍的性質を明らかにした。
それは、弱者が強者からの物質的精神的解放を目指すものであ
った。根底に「個人の価値」を尊重するというキリスト教精神
があった。1920(T9)年頃から吉野は「民本主義」よりも「デモ
クラシー」を多用した。そこには実質的国民主権を主張する含
意があった。 

 

キリスト教と民本主義  
 

 吉野作造の民本主議論の基底に一貫して流れるものはキリスト教信
仰であり、キリスト教的人道主義の立場を基礎としているといっても
過言ではない。 
 吉野の信仰上の師である海老名弾正は、「神の前で人はすべて平等
であり、兄弟姉妹であるし、これらの人々の共同生活は真個のデモク
ラシーである」とし、デモクラシーの形成にはキリスト教的な人格主
義が必要であると説く。 
 吉野は「デモクラシーの本質は人格主義」であるとし、デモクラシ
ーの拠って立つ処の理論的根拠は人格主義にあるとした。デモクラシ
ーが徹底的に社会の各方面に実現するためには人格主義が人類の間に
生きた信念として働く事が必要である。理論はこの信念の活動力を助
けるが、活動力の本源は宗教的信仰に求めなければならない。そして
人格主義がその信仰の内容として著しく活躍しているのはキリスト教
である。 
 すべての人類を神の子としてすべての人類に一個の神聖を認め堅く
キリストに結んでいる。これほど確実な人格主義の信念がまたと世に
あろうか。故にキリスト教の信仰はそれ自身社会の各方面に現れて直
ちにデモクラシーとならざるを得ないわけである。 
 吉野はキリスト教を基礎に置く人格主義を民本主義の基底にしてい
た。吉野が展開する政治論には、必ずキリスト教的教養が組み入れら
れ、彼の人間観や価値観が導入されている。 
 選挙理論にしても「政策本位」よりも「人格本位」を主張し、その
ための「小選挙区制」を提唱する。また「すべての人間は神の子」で
あるという信仰から、資本家・労働者の階級観を超越する立場を取
る。 
 しかし特権階級には批判を続け、天皇制絶対主義機構の中枢である
軍部、枢密院、貴族院の改革を主張し、民衆政治の実現のため、普通
選挙制度、政党政治論を展開した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「デモクラシーとキリ
スト教」『吉野作造選集
第 1巻』岩波書店 
1995 年 
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7.9 朝日新聞への弾圧と浪人会との立会演説会 
 大阪朝日新聞は大正デモクラシーの先頭に立って言論活動を
展開し、特にシベリア出兵や米騒動に関連して寺内正毅内閣を
激しく批判していた。当時、世論の激しい批判にさらされてい
た寺内政権は弾圧の機会を窺っており、検察当局は大阪朝日新
聞を発行禁止に持ち込もうとした。 
 1918(T7)年 8 月、東京では「憂国の志士」を自任する浪人会
が東京朝日新聞を批判し、村山龍平社長に白昼暴行を加えた。
吉野作造は「言論自由の社会的圧迫を排す」で浪人会を批判す
ると浪人会は吉野作造に立会演説会開催を申し入れた。 

『中央公論』 
 1918 年 11 月号 

 演説会では聴衆が吉野を支持し、浪人会はこれをきっかけに
衰退した。演説会の開催は知識人や大学生たちを中心とするデ
モクラシー運動を推進する団体を形成するきっかけとなった。
歴史的にはまさしくデモクラシー気運の高まりを象徴する事件
であった。 
 

7.10 社会事業 
 東大 YMCA 理事長として、1918(T7)年、賛育会(病院)の設
立、簡易法律相談所の設立、1919(T8)年、家庭購買組合(現在
の生活協同組合の前身)の設立などの社会事業を行う。ほぼ同時
期に、神戸でもキリスト教徒の賀川豊彦が、生協の前身である
購買組合を設立していることは注目に値する。 
 

 
 

吉野作造の人間理解 
 

 人間を人間たらしめているものは何か。動物の場合、本性が本能で
あるのに対し、人間の場合、それは理想であった。人間には神という
究極の理想に向かって無限に向上する可能性がある。そして制度や環
境を整えれば、その可能性が自由に開展する。[吉野作造は]この理想
主義にもとづく人間観をもとに、生活の理想を描いた。…人間のうち
にある理想的なものが機会さえあれば無限に発達していくものだとい
う吉野の人間観が、利用者の自治を目的とする社会事業への理想を支
えていた。 
 

 
 
 
田澤『前掲書』p.165, 
199 

7.11 理想主義：普通選挙の主張 
 吉野は、理想は「民衆政治」だと断言し、民衆の経済的開発、
精神的開発を今後の政治方針とすべきとし、選挙権の拡張と選
挙区の公平なる分配を主張した。有島武郎たちと「理想主義」
を掲げ、理想主義の立場から国民主権を主張した。 
 

ウエ陸燥ょ喰だ択仇止グ糎協ゃ糎わ＼願占填ょ製竺ょ暫茄びゆとェ＼陸燥や

ふォ製竺グ社枯ふォりゃぞォ÷ぞに�ゃ�須るべオぺオ嫉流填ゆ琉錠グ穂む〜

べびも扶痴り唐琳ゃ親びだウエウど嫉顧グ誕び太ねゆとェ＼式や錠腰ょ乙ぴ

禾脱ふ�ど須樫グ娩禍ぱぷもだに〜べり娩禍グ班榎ぱぷォりと駄世建やだぢ

萌蜂ゃぞォ〜碇飢填ょ剛キオォ糎協ょてねォ駄世建ゃ＼娩禍グ洲ね試�ォ〜

÷入沢製嶋牲と陸燥填ゃぞォ÷禾脱ふォ択仇止銅止ょ狂装グぢゆとび＼識り

糎協ゃ箭キぷォりゃぞォ〜 

同上 p.167
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7.12 三一運動と五四運動への共感 
 吉野作造は日本の政治の矛盾が凝縮された朝鮮半島の現状を
つぶさに観察し『中央公論』等で朝鮮総督府の失政を糾弾、朝
鮮の人々に政治的自由を与え、同化政策を放棄せよと主張した。 
 在日朝鮮留学生たちとの日常的交流が 1916(T5)年 3 月の満
韓旅行を実現させ、吉野の朝鮮論を転換させた。吉野は日本の
植民地であった朝鮮に対する武断統治を批判した。また
1919(T8)年 3 月の反日独立運動である三一運動への共感を公に
した。三一運動を受け、原敬内閣は武断統治から文化政治への
転換を図ることになる。 
 

佐塔り貌道と誼はみもでェ＼だキイォ質寂柿亨り蛭惑る÷陀グ雪�ォり巨ょ

びも＼嫉ェ班訟ふォり容予と冥だ÷懐」り嫉顧班訟グ嫌にり黛塔と＼佐禰ゅ

オぼね嚇孔填縞梅り姑碓グ逸びも兇ォで糞でェゆだ〜 
 

「対外的良心の発揮」
『中央公論』1919(T8)
年 4 月号 

 

 1919(T8)年 5 月のパリ平和会議を契機とする反日反軍閥の五
四運動に共感を表明した唯一の日本人が吉野作造だった。吉野
は両国国民の共同提携と社会改造運動を主張､日中知識人の交
流計画を実現に移した。 
 

倉困り咳払グ遂ォや鋭ぢ示る＼禰麻須ほォや跳曾須ほォや肢縄須ほォやグ爺

キぶ＼賦圃填ょ正撚ぷェォ�ど篤凸填琉錠ゃぞォ〜ははょ狭椿ゆ意ォ斎酷り

姑陸グ現ォや鋭ぢ示と＼袖ぽ禰曾療鵡多り麻藤ょ韻窒邸頚ふ�ど親鏡畜グ塙

現ふォ示ぼカぢや鋭ぢりと勃り琉錠ゃぞォ〜 

 
「朝鮮統治策に関して
丸山君に答ふ」『新人』
1920(T9)年 4 月号 

 
 

 

森戸事件 
 

 1920(T9)年、東大助教授森戸辰男は「経済学研究」に「クロポト
キンの社会思想の研究」を発表し、それに対する弾圧がなされた。吉
野は特別弁護人を引き受けた。しかし裁判では負け、森戸は禁固刑、
大学の学問の自由を守る態度は後退した。 
 森戸は戦後「日本文化人連盟」に参加し、政府内部でも進んでいた
帝国憲法改正とは別に独自に改正作業に取り組み、鈴木安蔵や今中次
麿を加え、1945 年(S20)10 月 29 日、「憲法研究会」を組織した。 
 
 

 同年 12 月 26 日「憲法研究会」は、民間の草案としては最も早く
「憲法草案要綱」を公表した。GHQ は日本国憲法草案作成時に「憲
法研究会」の草案を採用したのである。(本資料 p.42 参照) 
 

 
7.13 関東大震災と転職 
 1923(T12)年 9 月 1 日に関東大震災が発生した。東大図書館
火災で貴重な資料を取り出そうと炎の中に二度突入を試みるが、
果たせなかった。 

 
田澤『前掲書』p.192 

 新聞を通じて根も葉もないデマが広められ、政府により軍隊
が出動させられ、激昂した民衆は武装した自警団を組織し、通
りすがりの人を捕まえ、朝鮮人だと知るや、何の罪もない人間
に暴行を与えて虐殺した。吉野はこの朝鮮人虐殺事件に憤り、
1924(T13)年 2 月、東大教授を辞職し、朝日新聞社に編集顧問
兼論説委員として入社した。 
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 それまでは、横浜の大富豪に中国や朝鮮からの留学生の学費
を出してもらっていたが、震災の打撃でその富豪がもはや支援
が出来なくなったので、自らその費用をつくるため、大学教授
の収入よりずっと待遇が良い新聞社に転身したのである。柳田
国男も同期入社だった。 
 しかし、吉野作造は朝日新聞の署名入り論説『枢府と内閣』
で枢密院の廃止を主張し、当局から弾圧を受けた。 
 

製符り元渦亀伎やびもる仇絵ぼねゃ達残ぼ〜÷蟻多鰻り嚇ょ綱ょ瀬民鰻�ゃ

グ妥秩ふォる＼社ょ嘉浄嘉霞り熊ょ豆びだ〜 
 

 起訴の可能性もあり、新聞の発行禁止を免れるため、吉野は
朝日新聞社を退社した。東大講師になったが、経済的には苦し
い環境になった。吉野は正式退社が決定的になった 1924(T13)
年 6 月 25 日に以下のように日記に書いている。 
 

 

 人世に逆境は無い。如何なる境遇に在りても 

 天に仕え人に仕える機会は潤沢に恵まれてある。 

大正十三年六月念五 吉野作造  

 
同上 p.214 

 

 逆境にあって、ますます吉野はキリスト教への信仰とそれに
基づく信念への帰依を明らかにした。大局における自らの役割
を認識し、究極における世界の進歩発展を信じていた。 
 
7.14 吉野作造と賀川豊彦の協働 
 1923(T12)年の関東大震災以前は二人はそれぞれ東京と神戸
を中心に活動していた。賀川が関東大震災救援活動のために上
京した三日後、二人は直接会い、被災者支援のために協働する。 
 吉野が各方面を奔走してかき集め寄附した千円を元手にして、
中産階級以下の人々、特に被災者たちへの低利事業資金貸付を
行う小口金融、現在の信用組合の前身である「神視社」が作ら
れた。 
 

信用組合の前身 
「神視社」 
 

7.15 死去 
 1933(S8)年 3 月 18 日、吉野作造死去。享年五十五歳。時代
と正面から向かいあい苦闘した先人の姿を見る。死後しばらく
は郷里でも吉野作造は偉人ではなかった。むしろ弟の商工大臣
をした信次が有名であった。 
 1947(S22)年、片山哲社会党内閣が実現し「吉野作造」が復
活し、古川には「吉野作造記念館」ができた。 
 

「民本主義」を旗印に
行動する知識人として
全国に知られ始めると
故郷では其の評判は悪
化した。学者としての
書斎人を期待していた
ためである。




